
物理学 IIレポート問題6

[1] (a) nモルの気体のエントロピー Sと内部エネルギーU の微小変化の表式が，定積モル比熱CV を
用いて，一般的に
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と書けることを示せ。ここで，T は温度，V は体積，P は圧力，nはモル数である。

(b) 可逆過程の第二法則 d′Q = TdSと (1)式を用いて、定積モル比熱CV と定圧モル比熱CP の差
が、一般的に次のように表せることを示せ。
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(c) 理想気体 PV = nRT の場合について，(3)式の右辺を計算し，CP − CV の値を求めよ。


